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宇治市市営茶室の使用料について 

 

 

    市営茶室につきましては、運営に係る経費が増加している現状を踏まえ、使用

料の改定を予定しておりますので、下記のとおり報告します。 

 

 

 1. 経過 

     世界的な抹茶ブームにより茶葉などの市場価格が高騰している。また、市営茶

室ではインバウンドの入席者が増加し、令和 6 年度は入席者の約 7 割を占めて

おり、茶席を担っている宇治市茶道連盟は、増加するインバウンドの対応に苦慮

されている。これらのことから、宇治市茶道連盟への報償費の見直し等も含め、

使用料の改定を行うこととする。 

 

 

2．改定の概要 

・観光客が多く来訪する春の観光シーズンに間に合うよう使用料を改定する。 

・増加する運営費への対応や近隣店舗の価格水準を考慮した金額に改める。 

・現行では予約キャンセルにかかる使用料は徴収していないが、当日キャンセル

等が増加しており、他の利用者の入席機会を逸することや茶菓子の廃棄など課

題となっている。そのため、予約の場合は使用料を事前納付することとし、一

定の条件を満たさない場合はキャンセルにかかる使用料は返金しないことと

する。     

 

 

３．今後の対応 

使用料改定の周知期間を設けるため、令和 7 年 12 月定例会にて条例改正議案

を提出する予定。 
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1. 現行の使用料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 対鳳庵入席者数の推移 

 

 

3. 当日キャンセル数 

 令和 7 年 1 月～9 月までの月平均 62 人  最高 120 人 

 

種   類 料        金 

薄茶 1 服につき 1,000 円 

煎茶 1 服につき 1,000 円 

玉露 1 服につき 1,400 円 

煎茶及び玉露 1 服ずつにつき 2,000 円 

薄茶及び濃茶 1 服ずつにつき 3,000 円 

お点前体験 1 回につき 2,400 円 

  国 内 インバウンド 合 計 インバウンド比率 

R 元年度 7,852 10,930 18,782 58% 

R2 年度 1,850 58 1,908 3% 

R3 年度 2,081 63 2,144 3% 

R4 年度 4,761 1,316 6,077 22% 

R5 年度 5,350 9,218 14,568 63% 

R6 年度 5,413 15,527 20,940 74% 

R7 年度（～9 月） 2,362 9,619 11,981 80% 
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